


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































ルだったのであり、ライバルが優秀であ ばあ ほど 公相が光るのである。
58段は定雅に関しては唯一の不手際の話であり、さらにミクロ








































（３） 『日本語文法大辞典』 （明治書院、２００１年） 「こそ」には「院政・





























的研究」 （博士論文、大阪大学、１９９８年）では「内閣 庫蔵本『弁内侍寛元記』は欠落 多い、劣悪な本を祖 としている」（
44頁）と指摘している。阿部は２０１４年刊行の『日本語大事












侍寛元記本」も前掲デジタルアーカイブで調べたところ、動詞「とをる」５例、 「とをす」１例で、二拍目を「お」や「ほ」とするもの無し。 「折り」 「折る」とその複合語は
37例、 「おり」
18例、
「をり」
17例、漢字表記「折」２ であった。
（
14）市立米沢図書館デジタルライブラリー（請求記号：
米沢善本
152、
５冊目
20頁）による。画像のように、原本漢字カタカナ混じりで、
当該箇所は「ヲリニフル哥ヲ」と確認できる。 「ル」の下に踊り字は無く、 「折に触
ふ
るる歌」という解釈は無い。
【画像】米沢本沙石集
（
15）流布本は「二（つ）ながら古歌を」とする。
（
16）
37段では、行事の参加者の具体的な名前を３人列挙した後「残
りの人々は聞きしかども忘れにけり」とわざわざ記しており、意図的な待遇差であることが考えられる。
（
17）
は本文の欠字部分を表す。
（
18） 「 『弁内侍日記』の描く栄枯と無常感―宝治元年章段の構想をめ
ぐって―」 『待兼山論叢』文学篇
29号
（本学教授）
